
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：一般財団法人北陸予防医学協会  高岡総合健診センター                                     

受審施設の概要  

一般財団法人北陸予防医学協会  高岡総合健診センターは、 2009年に富山県高岡市に設立

された健診施設である。  

建物は 3階建てで、健診フロアは 2階と 3階に分かれており、ゆったりと健診を受けることが

できる構造になっている。  

施設へのアクセスは、高岡駅からバス利用が可能で、最寄りのバス停からは徒歩 2分である。

駐車場も十分なスペースが確保されている。  

年間の受診者数は、一日ドック約 2,400人、その他の健診を約 25,000人実施している。  

本機能評価は、 2011年に初回の認定を受け、今回が 2回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針は明文化されている。ホームページやパンフレットへの掲載、また健診フ

ロアへの掲示により職員や受診者に周知されている。  

個人情報保護については、ISO27001の外部認証を受けており、適切な管理がなされている。

個人情報保護方針は、ホームページや施設内掲示により周知されている。就業規則、職業倫

理規定、研修・出張規定が整備され、施設内イントラネットにより職員に周知されている。  

中期経営計画・年度事業計画・予算書等については、法人全体の中長期計画に基づき作成

され、理事会・評議員会で承認を受けている。  

職員体制については、常勤医師の日本人間ドック学会認定医が業務に携わっている。  

法人全体の会議体系は明確であり、各会議には全部門の代表が参加し、各部署の職員に周

知されている。  

職員に対する教育は、職種毎に年間計画が作成されている。教育研修への不参加者に対し

ては、伝達講習の実施やイントラネットでの資料掲載等により、情報共有がなされている。  

医療安全管理体制は、マニュアルを整備し、インシデントを分析する仕組みがある。危険

予知訓練も定期的に実施している。  

職員の健康管理に向けては、外部認証の「健康経営優良法人」を取得し組織的な取り組み

がなされている。  

外部認証 ISO27001を取得しており、そのガイドラインに基づき情報システム管理マニュア

ルが作成されている。健診データへのアクセスは、個人ごとの IDとパスワードが設定され、

アクセス制限が設定されている。  

外部委託業者の選定条件は曖昧であり、選定基準等の整備が必要である。委託業務内容の

チェック及び評価はなされているが、さらなる業務委託管理体制の確立に期待したい。  

配慮の必要な受診者に向けては、バリアフリーが整備されており、筆談や介助の対応準備

もなされている。外国人受診者は、原則として、通訳者同伴を確認して受け入れしている。

自動翻訳機や外国語記載受診票の準備もある。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

企業・健保との契約は担当部署が決められ、契約内容も適切である。   

予約受付や会計処理については、マニュアルに従って業務を進めていて、会議等において

実績報告がなされている。  

日本人間ドック学会が提示する基本検査項目は、適切に実施されており、任意項目につい



ても年 1回、精度管理委員会で検討されている。  

施設は、 1階がエントランス、 2階が健診フロア、 3階が健康支援フロアとなっており、いず

れも広々とした空間である。健診フロアは、広い待合スペースに大きなテレビや観葉植物や

絵画・オブジェなど飾られ、リラックスできる環境である。採血と身体測定が、オープンス

ペースで行われているため、パーティションの設置などプライバシーへの配慮を検討された

い。また、各種検査担当者の表示は、当日の担当者が分かることが望ましい。女性に対して

は、週 1回程度レディースデイを設け、女性の健診の一部は専用スペースで行われるなど配慮

がなされている。また男女別の検査着を廃止し、男女同一の検査着を導入するなど、性別へ

の配慮もされている。  

受診に関する事前の情報は、ホームページや事前送付書類で分かりやすく提供されている。

相談対応についても手順が決められており、マニュアルもある。また送付される健診結果表

も分かりやすく作成されていて評価できる。  

健診当日の医療面接は、保健師が実施しており、内容も適切だが、採血と身体測定の後、

実施されている。当日の体調確認も含め、採血前に行えるとより良い。医療面接で得られた

情報は、問診票への記載にて多職種に共有できる体制がある。内容はシステムに入力し、次

年度受診時に事前に確認できるようにもなっている。  

救急訓練は消防署と連携して実施されている。健診用の救急カートは、内視鏡室に整備し

ている。  

精度管理体制は、検体検査、生理・画像検査ともに、日々の点検から外部精度管理まで適

切に実施されている。画像の判定は、一部遠隔診断を用いた専門医による二重・比較読影が

行われている。さらに、放射線技師による承認作業（再チェック）の仕組みもある。また疾

患事例に対する画像検討の機会もあり、評価できる。パニック値対応は、検体検査では手順

書が確認できたが、画像検査では仕組みはあるものの手順書の確認ができなかったため、作

成されるとよい。  

医師による結果説明は、今回の受審を機に体制充実の取り組みが行われ、実施率が向上し

てきている。今後は、画像提示を含む説明内容のさらなる充実にも期待する。  

健診結果に基づく保健指導も、今回の受審を機に体制強化に向けた改善が進んだ。改善後

は、ドック受診者全員を実施対象としており、実施率も徐々に向上してきている。協会全体

としての指導マニュアル整備や指導者育成の仕組みがある。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の要望を把握する体制については、ご意見箱が待合スペースや更衣室にあり、これ

とは別に受診者アンケートも実施している。内容はミーティングなどで職員に報告されてお

り、「受診者のご意見」は待合スペースにも掲示されている。ご意見箱に鍵がついていない

ため、鍵の設置を検討されたい。クレジットカード対応の導入や身体測定時の椅子の設置な

ど、改善事例は複数あり、体制は適切である。  

フォローアップは、保健師により実施されている。マニュアルがあり、要治療・精査対象

者には、受診勧奨のハガキが結果に同封される。返信がない場合は、 2ヶ月後と 4ヶ月後に受

診勧奨の案内が出される。また企業へ働きかけて受診勧奨しているケースもある。ただし、

精検受診率は全体で 80％には満たない。 80％を超えている上部消化管内視鏡やマンモグラフ

ィは紹介先リストがあるが、他の項目についてはないため、紹介先リストを整備するなど受

診しやすい環境を整え、さらなる精査受診率アップに期待する。経過観察項目のフォローア

ップについては、適切に実施されている。  

健診結果の分析体制については、協会全体で年報を作成し、受診者データの解析もしてい

る。倫理委員会があり学術的検討の体制は整っているが、今後は、施設としての学会発表や



論文投稿にも期待したい。  

受診者に対しては、ホームページ上に健診結果の見方や健康セミナー報告、機関紙の記事

等を掲載して情報提供がなされている。健康情報に関する機関紙は直接受診者に手渡しされ

ている。  

健康経営への連携では、契約事業所からの意見・要望があれば健診結果の分析を行い、情

報提供がなされている。また、年報が毎年作成され契約事業所や健保に提供されている  

 

総括  

人間ドックの充実にむけての取り組みが継続している。日常業務の中で課題が発生した際

には、即時に改善の検討を行うなど、健診の質向上に職員全体で努力している。  

 また、 ISO等の外部認証を取得し受診者の満足度向上に積極的に取り組んでいることは高く

評価したい。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日  2023年  11月  9日  

認定承認日  2023年  11月 25日  

 

 


